
三

心

の

研

究

特

に

口
称

念

仏

と

関
連

し

て
友

松

義

勝

浄
土

教
に
於
け
る
三
心
と
云
う
も
の
は
、
浄
土
往
生

の
為

に
起

す

べ
き
三
種

の
心
を
云
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
善

導
、
法
然

の
両

祖

に
至

つ
て
口

称

念

仏
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
西
方
極
楽

へ
往
生

出

来
る
安
心
と
し
て
の
三
心
を
説
か
れ
た
。
三
心
と
云
う
の
は

齧
無
量
寿
釐
の
散
善

義
に

若
有
衆
生
願
生
彼
国
者
発
三
種
心
即
便
往
生
何
等
為
三
、

一
者

至
誠
心
、
二
者
深
心
、
三
者
廻
向
発
願
心
、
臭
三
心
者
必
生
彼

国
復
有
三
種
衆
生
当
得
往
生
何
等
為
三
、

一
者
慈
心
不
殺
具
諸

戒
行
、
二
者
読
誦
大
乗
方
等
経
典
、
三
者
修
行
六
念
、
廻
向
発

願
願
生
彼
国
具
此
功
徳

一
日
乃
至
七
臼
即
得
往
生
。

と
説
か
れ
て
い
る

の
が
、
三
心

舗
の
根
本
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ

る
。元

来
、
三
心

に
つ
い
て
は
観
無
量
寿
経
ば
か
り
で
な
く

「
、権
摩

経
」

「起
信
論

」
等
に
も
三
心
に
つ
い
て
も
名
称

が
明

さ
れ
て
い

る
。

「
維
摩
経
匸

に
は
、

宝
積
、
当
知
直
心
是
菩
薩
浄
土
、
菩
薩
成
仏
時
不
諂
衆
生
来

生
其
鬮
、
深
心
是
菩
薩
浄
土
、
菩
薩

成
仏
時
具

足
功
徳
衆
生

来
生
其
国
、
菩
提
心
是
菩
薩
浄
土
、
菩
薩
成
仏
時
大
乗
衆
生

来
生
其
国
。

と
有
.り
、

こ
の
三
心
は
菩
薩
心
地
の
根
底

で
あ
り
、
即
ち
聖
道

菩
提
心
と
し
て
の
三
心
で
あ
る
。
又

「起
信
論

」
に
は

復
次
信
成
就
発
心
。
発
何
等
心
略
説
有
三
種
云
何
為
三
、

一

者
直
心
正
念
真
如
法
故
。

二
者
深
心
楽
長

一
切
諸
善
行
故
。

三
者
大
悲
心
欲
抜

一
切
衆
生
苦
故
。

と
有
り
、
こ
の
三
心
は
真
如

に
対
す
る
心

の
持
ち
方

で
あ
り
、

即
ち
聖
道
菩
提
心
と
し
て
の
三
心

で
あ

る
。

次
に
観
無
量
寿
経
の
三
心
を
見
る
と
、
菩
導
の
説
く
三
心
は

四
者
弁
定
三
心
以
為
正
因
、

一
者
至
誠
心
者
真
誠
藩
実
欲
明

一
切
衆
生
身
口
意
業
所
修
解
行
必
須
真
実
心
申
作
又
夏
有
二

種

一
者
自
利
真
実
二
者
利
他
真
実
。

二
者
深
心
言
深
心
者
即
蓬
深
信
文
也

亦
有

二
謹

一
者
決
定
深

信
自
身
現
是
罪
悪
生
死
凡
夫
己
来
常
流
転
無
有
出
滋
文
縁

二

者
決
定
深
信
彼
阿
弥
陀
仏
四
十
八
願
摂
受
衆
生
無
慮
乗
彼
願
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力
定
得
往
生
。

三
者
廻
向
発
顴
心
言
廻
向

発
顱
心
者
遍
去
及
以
今
生
身
ロ
意
業

藤
修
世
出
世
根
及
随
喜

皰

一
切
凡
霊
身
口
意
業
所
修
財
善
根
以

此
自
他
所
修
善
根
悉
皆
真
深
信
心
中
廻
向
願
生
彼
国
故
名
廻
向

発
願
心
。

と
善

導
は
説

い
て
い
る
。

以

上
述

べ
た
よ
う
に
三
心
と
云
う
の
は
袈
道
門
諸
師
が
説
い
て

後

に
善
導
、
法
然

の
両

磁
で
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
次

に
中
題
浄

土
教

に
於
て
は
曇
鸞
、
道
叡
、
善
專
、
日
本
浄
土
教
で
は
法
然
等

が
三
心
を
修
し
て
往
生
す
る
と
云
う
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
埋
解
し

て
い

る
か
を
解
明
す
る
。
曇
、鱒
に
て
は
三
不
三
信

の
説
、
作
願
及

び
廻
向
を
往
生

の
婆
と
み
と
あ
ら
れ
た
。
遵
綽
に
て
は
曇
彎
を
継

承
し

て
如
来
の
総
相
、
又
は
別
相

を
観
縁
憶
念
し
つ
つ
祢
名
す
る

と
云
う

こ
と

で
あ
る
。
三
心
は
前
述
し
た
よ
う
に
観
経
に
そ
の
源

泉
を

持
ち
、
善
導
に
よ

つ
て
深
い
宗
教
体
験
を
基
底
と
し
て
釈
さ

れ
法

然
は
念
仏
者
に
は
必
ず
た
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
う
宗
教
意

識
で
あ
る
、
こ
の
宗

教
意
識

こ
そ
法
然

の
三
心
観
は

「法
語
消
自
眩

に
示

さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
い
つ
れ
の
文

に
も
善

導
釈
が
用
い
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
解
釈
法
は
相
異
す
る
所
で
な
い
と
い
つ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
た
だ
凡
夫
が
浄
土
往
生

を
願
う
に
は
自
己
の
罪

悪

生
死
の
凡
夫

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
両
時
に
讎
大
な
る
仏
の

頽
力
に
よ

つ
て
仏
の
名
を
称
え
て
心
を
真
実
心
に
し
て
仏
の
.願
力

に
乗
じ
て
往
生
を
得
る
こ
と
を
確
信
し
て
、
三
心
を
具
足
す
る
こ

と
で
あ
る
こ
と
が
往
生

で
き
る
最
大
の
条

件
で
あ

つ
た
の
で
あ
る

こ
れ
に
よ
つ
て
三
心
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
く
る
。

選

庚

集

の

研

究

ー
第

三
章

を
中
心

と
し

て
ー

永

田

容

.靖

選
択
集
は
著
述
の
少
い
法
然
上

入
に
と

つ
て
、
上
人
の
思
想
瞬

究
の
資
料
と
し

て
最
も
確
実
な
、
又
最
も
重
要
な
述
作

で
あ
る
。

ル
ニ
カ
ラ

ル

本
集
述
作
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
末

尾

の
句
に
今

泙

図

、潔

仰

ズ
ル
ニ

シ

ョ

ノ

ノ

ヲ

ヘ

ヴ

ノ

ヲ

辞

謝

毎
ゾ
地

仍

今

憖

集
二念

仏

要

ヌ

剰

述
二念

仏

要

義

と
あ

つ
て
、
名
前
は
記
し
て
い
な
い
が
、
諸
伝

に
よ
る
と
兼
実
公
の
依

願
で
出
来
た
も
の
と
云
う
事
が
出
来

る
。

そ
し
て
本
集
述
作

の
原
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